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地
域
が
キ
ラ
リ
と
輝
け
ば
、
町
も

キ
ラ
リ
と
輝
き
だ
す
。

　

町
内
に
は
、
住
民
の
力
で
地
域
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
活
動
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
活
動

を
支
援
し
よ
う
と
、
『
日
野
町
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
』
を
創
設
し

て
い
ま
す
。

　

交
付
金
は
自
治
会
や
連
合
自
治
組

織
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
住
民
グ

ル
ー
プ
が
行
う
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
活
動
に
要
す
る
経
費

を
対
象
と
し
、
上
限
は
20
万
円
で
す
。

対
象
と
な
る
活
動
は
、
自
然
や
歴
史
、

特
産
品
な
ど
地
域
資
源
を
生
か
し
た

活
動
、
地
域
の
防
犯
・
防
災
活
動
、

伝
統
的
な
祭
り
な
ど
住
民
の
交
流
活

動
な
ど
で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
交
付
金
を
活
用
し

た
の
は
10
団
体
で
、
総
額
１
３
２
万

円
を
交
付
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
活

動
は
、
町
を
盛
り
上
げ
る
祭
り
や
手

作
り
竹
灯
籠
を
設
置
し
交
流
を
広
げ

る
活
動
、
防
災
活
動
の
充
実
、
地
域

で
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
銭
太
鼓
の

普
及
、
自
治
会
公
民
館
活
動
の
充
実
、

俳
句
を
使
っ
た
交
流
活
動
な
ど
。

　

地
域
住
民
が
一
つ
に
な
っ
た
活
動

が
、
地
域
の
活
性
化
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
つ
な
が
る
な
ど
の
成
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
交
付
金
申
請
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
企
画

政
策
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あそこで、ここで、笑顔満開！
笑顔の花咲く元気なまち・ひのちょう
日野町元気なまちづくり交付金を
活用ください

町元気なまちづくり交付金とは？
問①．いつ創設されましたか。
　答．平成 22 年度に、集落や自治会、営利を目的としない住民グループなど、住民の力で行わ

　　　れる元気なまちづくりを目的とした活動を支援するために創設しました。

問②．どのような活動が対象ですか。
　答．次に挙げる事業を対象とします。

　　　●地域資源（自然・歴史・特産品・遊休農地など）を生かした地域づくり活動

　　　●生きいきと元気に暮らせるコミュニティ活動（地域パトロールなどの防災防犯活動ほか）

　　　●伝統的な祭り（地域住民のための祭り・多くの人が集まる交流イベントなど）、地域の交

　　　　流を促進させる活動

　　　●そのほか特に町長が必要と認める住民活動

　　　▶交付金だけを頼りにした活動だけでなく、継続的に地域が元気になる活動が対象です。

問③．交付金の金額はいくらですか。
　答．1 団体あたり 20 万円を上限としています。

問④．どのようなものが交付金の対象ですか。
　答．活動経費のほとんどが対象（ただし、賃金や報償などの人件費・酒席の経費は対象外）です。

　　　単に備品購入の場合は対象にならない場合があります。交付金でどのようなことをして、地

　　　域が元気になったのか。そこが重要です。

　　　提出された計画書で対象外、交付額を判断する場合があります。

問⑤．相談はどこにすればよいですか
　答．役場企画政策課（担当三好：72-0332）までご相談ください。

あ
そ
こ
の
地
域
は
ど
う
し
て
る
？

聞
い
て
み
よ
う
、
元
気
づ
く
り
の
秘
訣
！

交 付 団 体
募 集 中

出前サロンコンサートの様子（ホールと共に歩む会）

参加者らは楽しいひとときを過ごす（奥渡公民館にて）

銭太鼓で地域おこしに取り組む（舟場昭和会）

ふれあいまつりで練習の成果を披露する

地元で栽培したソバで年越しを（真住公民館）

打つ手に力と気持ちを込める

健康づくりと町内観光地をめぐるウォーキング大会の開催

（もみじ開運ウォーキング実行委員会）

お盆に手作り竹灯籠が浮かび上がる

（黒坂 3 区）

防災訓練を実施

（黒坂地区自主防災委員会）

　「自治会活動は役員が主

だったので、若い人に参加

してほしかった。今回、竹

灯籠設置に取り組んでみ

て、若い人に役割が生まれ

たことで生き生きしてい

た。若い力の発掘が地域を

元気にする起爆剤だと思

う。地域が 1 つになるこ

とは、元気のある地域につ

ながる。竹灯籠で地域の和

が広がることを期待する」

黒坂３区自治会
自治会長
牧田　教介さん

　「30 年前、真住青年会を

立ち上げ、運動会をしてい

た。20 年の時を経て、も

う 1 度地域を元気したい

と立ち上がった。ソバづく

りや手芸などグループ活動

を起こし、自治会内の絆は

深まったように思う。今後

は、真住困りごとネット

ワークなどを計画中。町の

支援を受け、ますます地域

の拠点として活動したい」

　「震災から 10 年が経ち、

区切りの事業を計画してい

たところに交付金を活用さ

せてもらった。住宅火災警

報器設置の啓発や研修会、

各自治会にヘルメットを備

えることもできた。今後も

関係機関との連携を強め、

顔の見える活動に取り組み

たい。防災に関する研修会

などの支援も行いますので

気軽に声をかけてくださ

い」

　「舟場昭和会は発足 10

年を迎える。始まりは地域

の敬老会で銭太鼓を披露し

たことから。今回、若い人

に気軽に参加してもらいた

いと衣装をそろえた。町内

の施設や祭りなどに参加す

ることが多く、町内外で交

流の輪が広がっている。自

分の健康のためにと始めた

が、出かけていくことで元

気をもらっている」

黒坂地区
自主防災委員会
会長
福田　和也さん

真住公民館
館長
山川　茂樹さん

舟場昭和会
会長
田口　昉史さん

黒坂鏡山城址を幻想的にライトアップ

（黒坂鏡山城下を知ろう会）


